
桑園間作綠肥（夏作）の肥料價値比較

附　綠肥成長に伴ふ収穫量及成分量の變化

三輪貞德

佐々木一雄

Sadanori MIWA and Kazuwo SASAKI:-Comparison of the manurial values 

of several kinds of green-manure-crops planted in mulberry farm. 

App. The yield and some chemical constituents of the green-manure-crops 

with the growth.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

論等瞬酬㈱肥儂作）にnc　“）　ptの鱗による肥料側直を比較し煽輔の肥料側
値を比較するには、線肥あ牧穫鍛，含萄成分璽、桑樹に獅する肥敷、種子の償格・翼に簾樹に

鮒る騰等につ醐査す噛ものなn’：．も疎で嘩帥て期麟量雌醐素即鱒
のみを比較した。

　　　　　　　　　　　　　　1・調　　査　　方　　法

（1）・桑園の1伏態
　（d）　供試」桑園は本揚（岐阜縣懲紫試題酸揚）二化桑園o腐番直に窩める士直壌：ヒo　　　　　　j／

　（ロ）植付距離は畦間5尺、株間2尺、樹齢は植付後2箇年。

「（ハ）　仕立法。根刈・春刈桑園。

（2）　供試桑園面積。M鉦2アール。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（3）1線肥の種類。ヴアジPtヤt“’一ン・茶千石大豆、満洲大麗、端千灘膏種、黒千石大豆、～フ

　ウビーo

《4）播種量・其他。　　　　　　　　　　　　．
　反當10立、5月1日瞠の中央に淺溝を掘り條播した。無肥料にして根癌菌無擾種。

（5）　調査は6月16日より約10日毎に一定面積より緑肥を牧穫し、重騒、根、董、粟の各部の

　割合及水分、窒素の含鍛を調査しナこ。

　　　　　　　　　　　　　　ll・調　　査　　成　績

　（1）緑月巴種類男U牧穫歪藝：圭ヒ較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（反　　密　　kg）

繍轡睡獣茶鰍琳洲大叫黒千…｝カウー蜥糊

6月16日

6月22日
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＿1　㌶「　霧1　’」期日　（月　日）

、，（、2）二細巴の種郷根謹・藥の割合　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　（7月7日費冊蛮…せるもの）
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冒o　　　　　　　　　　　翻，　　縣　　畏　　難　　融　　　　　　　　〔第一トー岱

纈晦脚こ劫獅乏撒脚合娯にするもの一“・榊1・凱葉の総の鱒も卿妙
ピ黛lg・茶千眉大翼、，少なるはヴアジSヤビーン、黒千石大豆である。　　　　　　　，

　而して輩の多きは端千薄青種、茶千石大豆で、カウヒ・pm、黒千お大蒐之に距ぎ、ヴ汐ジdiヤ

ビ隔ン・備洲大豆最も少い。　　　　　・▽　　　　　　　　　　　　　　　｝　・　　1

鰻郡購肥徽りの際・相翻を土中に胤ある欄灘な砒較は幽建で魏が・ヴか
二一 ﾚ一・備洲大豆は多く、カウue一端千蒲鞭、茶千獄］1聡少いもののオ細ある。

　（3）線肥の瀬類S水分含量の比較　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　（7月7目探取のもの）　　　　　　　　　　　　　　　1

一＿＿　　　　　＿　　　　　　　＿一＿＿＿＿一一H＿，一一．．，．＿＿一一＿＿＿＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ny弓

線肥種鐡

嗣三杏…⊇箆項

ウ“アジ＝．アピhン

茶干石大豆

満　洲　大　竃

端千薄脊種

黒千石大寛

カ　　ウ　　ビ　　｛

　　　　　監

根

水小吃物
s87igs

87．49
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89，28
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11費）2
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ユ3．23
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噛8．65

壁

7・分1乾物
86菟0

87．76

87，9S

コ轟o

12，24

12．4甥

87．96剛　　　工2．04

87．25

92．63

工2。75

7．37

粟

水分障物
82鷺2’

s3．91

83．64

83．92

83，82

S9．32

　％
、ユ7．3S

工6．03

16．36

ユ6．08

16．ユ8、

10，68

生　草　中

水　分i麓　物

86莞6

，86，35

1

’86．29

86．42

86、55

二鯉7

鵡
13，G5

13。71

13、58

13．45

18．83

線肥種類により根・i董、漿に於て夫々水分含騒を異にしてゐるカ㌔蛋草中の含愚に於では各

緑肥間に大難なく、唯ヵウピーのみ著しく水分を多く含有するを見た。
　　　　　ら　　　
　（4）　緑月巴の種類：三鐙董素含壼あ」七｝咬

　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月7胃採取のもの）

響

　　　　調査s｝tw

　　　　　　ボチ
豫肥種類　　　　．、L

ヴアジzaヤビ御y

茶千眉大豆
’浦ド　洲炉　大　　寛

『堺

ﾚ1千　簿　9脊“種’…

黒千石大豆

カ　　ウ　　ピ　　ー

　　t、師

根

｛告o分惚1驚o分留

O．15

0、28

0．2％

…　’O；26

O，20

0，ユ6

ユ，38

2，Is

1．97

ユ。93

1．85

～！　1，83

，銘o分解1発。分惣・

O．15

o．19

0．16

o．15

0，15

o，09

1，16

1，57

1。31

1，27

ユ．15

11，コ6

葉

論紛劉鶉。分惣

0、69

O．74

0，75

0．69

0．63

O．5！

3，97

1　4．62

4、58

4．30

3、89

4．76

生草中thWt　I

生　　物　乾　物
工eOh中　　100分中

。．3．。1

0．40

Q．39

O，35

0β1

O．26

2、31

2，95

．．2，82

2．59

2．33

2，96

、線肥種類により含禽窒索量に差異あり。生物100分中に於て最も含窒素最多きは茶千石大豆

で、満洲大豆、端千薄青種、黒千石大豆、ヴアジニヤ甘一ンの順に少い。tt　　　　・

　ヵウピーは乾物rliの含蟄は著しく多きも、水分含量多き爲生物中に於ては非常に少い。而し

て根、董、葉の各部位に於ても毬々相建してゐる6　　・　　・　”　．



第二號〕　　　　　　　　　　　桑障1il町作線肥（夏作）の1氾料側値比較　　　　　　　　　　　　　　　1胴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（5）　緑1肥の種類S収穫i物全耀二の窒畿量の比・ii交　　　　　　　　　　　　　　　　tt，

　　　　　　　　　　　　（7月7距聯取穫物1・c就ての比較）
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　緑肥の肥料償値を線肥の放穫澱及総鱗素鍛を以て比較すれば上記表の如くで、茶千溺大豆最

も多く、ヴア，ジ・・ヤtf　一一ン及黒千石大豆之に醗ぎ、端千溝膏種、満洲穴亜稽々少い。1而レてカ

ウEe　ptは最も劣つてゐる。　　”t　　　　　I　　　　引’　　　　　　　　1

較撃瀞鞭羅駕欝磐簗瓢轟欝欝誌響盆鞍蕪馨；ζ禁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　’　　　　　　　　　　±

られる・．　｝　t　　　　．　！
　　　「　・　　i　　　l皿．総　　括・　　1　　…　　1

　数種の桑園夏作線肥に就き牧穫鐙、繰肥水分含量、含有蟹紫成分等を調査し、詑ミして牧穫

彙及其の中に含有する窒素全癒の多少な碁礎Sして肥料｛賢値を比較したるにdxの如くであっ

ナ。

（1）　7月7日に於ける牧穫燈は黒千石大豆、ヴァジニヤビー一．ン最多であつて・茶千石大豆・

Tt端千薄青種・満洲大豆・カウta“・一・の1順に少い。然し其の後の調査に於てはヴァジニヤピーン

最移く・黒壬石輝却つ砂檸蜆た・難のものにあつては明顎調査潮一の傾
一．t．一向Xe示しナニ。

（2）：線肥は其種類により根、蓮及藁の割合を異にするもので、生草に封し漿の割合（ρ多いも

　のはヵウピー、茶千石大豆で、ヴァジニヤゼーン、黒千石大豆に少い。而して輩の割合の多

　いものは端千溝青種、茶千石大豆で、少きはヴアジニヤ断一ン・満洲大豆である。根は掘取

　りの際土中に残留せるものがあるので正確でないが、概してヴアジニヤt“　’一ン、満洲大亜に

　多く、ヵウピー最も少い襟である。

（3）緑肥の水分含量は根、董及葉等によりて峯少異るも、生草全騰に於てはカウピーを除く

　外大差なく86％内外である。

（4）線肥中の窒素含最は根、豊及葉に於て種類により異るが、生草全量Sしては茶千石汰豆

最も多く蒲洲短ζ唖ぎ・端千麟狐ヴアジニヤ財ン・肝石短・カウ野の順
　に少なし。　　l
　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

（5）　藁定面穣の土地よ砂得らるる緑肥中の窒素総量は茶千石大豆最も多く、ヴアジニヤ』ぜ一

　ン、．無千石大豆之に亜夢も端千薄青種、1満洲大豆に少く、；thウピー最も少い。然れきも各緑

　肥の最大牧穫最に逮せる揚合を比較すれば多少順位を異にし、ヴァジ蒜ヤU“　一一ン及黒千石大

　蜜の如く放穫蟄の多甑ものに於て最も大Sなる様である。

（6）上記戒績より緑肥の肥料倒値を判定したが、．大髄に於て茶千石大豆、ヴア騨ニヤe’　・一



’1　12，　　　　　　　　　簸　　蒜　　墜　　艦　　誌　　　　　　　　（第一トー欝

　ン・黒千石大豆等は肥料儂値高く、端二F灘膏種、満洲大豆、カウピ誌等は便値少きものS考

　へられる。

　　　　　　　附　緑肥成長に紳ふ牧穫量及戯分澱の璽化、翼他調査

　肥料贋値比鮫試験に供試せるヴアジニャビーン種を選び成長に伸ふ種々の窺項を欝罰恋しN線

肥の肥料〔費値判定及敷込r専期等の餐考に資せんSする。

　　　　　　　　　　　　　　1・調　　査　　威　　綬　　　　　　　　』

　（イ）緑肥の威長に件ふ生草牧穫量の墾化

　　　　　　　　　　　　　　　　　（反常牧魅澱）

、＼、
　　、＼＼調沓購項

調査月日　　『L－H．．L．一．一

6　月　1　6　日

7　月　　7　　日

7　月　コー2唱日

7　月　2　2　日

8　月　1　2　日

1根及継
、。gl“i2

391，30

460。25

542，75

472．95

棄　1脅’計
10鏑o

コSO．70

236．05

262，75

263．60

2ヱ鵡2

572，00

696，30　・

805．50

736．55

t’”1「備t　’・nj　7月ユ2日昌開花期

　繰肥は成長S共に其の璽量を増加し、開花期に至るに從ひ成長IliE盛霊なり、趣1ヒ最大璽澱に

蓮する。其の後は放長漸玖蓑へ、僅少なカ｛ら牧穫激は減少するに至る。

i’（P　）．纈巴の頗にt・i・輝丈の擾化

議雷騨ll脚1－1・月州・－7・・　…m　1・即日

草更（am）

草丈も開花期遊く最も伸長し、其の後卿長度を減ずゐものの標である。

（ノ、）　緑肥の成長に伶ふ水分量の攣化

il’，’”2S，・i・…　1・…1酬・・9・・1 132，7

’　　　唱　調査凄項’
潮査月日

i7、月　　7　臼

7　月　12　臼

1泪　22　臼　・

”8’
氏Ft2日’『

根

88，98

87．65

85．95

82，28

86惣0

86．ユ0

184，26

83．04

纂

　％
82，62

82，19

81．39

80、56

総1@最

86．06

84．96

83、60

82．07、

　含賓水分燈は根に最も多く、董之に照圏、葉最も少し。放長に伸ひ各部共水分含最を減少す

るX8知るQ・　’、　　　　　　　　　’　　．i　　　l　　　　l　　　t／　　　　・



筆論翻　　　　　　桑園聞作線肥（夏作）の肥雅臓値比較1　　　　　　　羽3

（二）　緑肥成長に俘ふ窒素含燈の痩化

’　．、　　　　　　　　　　　　　（th物100分中）

＿”＿＿＿一＿＿．T＿．．、一一

＼一＼調査導噸
調査月日　　恢＼
　　　　　　　＼

7　月　　7　日

7　月　1　2　日

7　月　2　2　日

s　月　1　2　日

1根 1
0．15

0，ユ9

0．21

0．34

遊

o．15

0．ユ7

0．20

0．30

葉

0．69

0，77

0．76

0．76

th草縮漁

0．3B

o、38

o、88

0．47

　根及輩に於ける窒i薫は成熟εεもに其の髄を」曾加すれさも、葉に於ては胴花期即ち7月蜴日　’

に於て最大癒に逮し、其の後漸訳減少するものである。緑肥全騰ミしては成熟ε共に窒索癒を

増加するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ1．

　（ホ）　緑肥成艮に俘ふ水溶性豊紫の鍵化

糊盗毒纈

調査月日

6月26日

7月　7日

7月28日

8月　7日

8月12日

生物100分rド水溶性窒棄

根　1瀧　1葉　1蝉轍

0．051

0．068

0、ユ01

0．135

O，202

0、065

0．078

0，ユ35

0．153

0．201

0．111

0．142

0．215

e，221

0．285

0．0811

0，100

0、コ53

0，16S

0．223

全窺繁に封する水溶慣…蜜索の魯1合・：

根　lscI葉　1蝉轍
艶．45
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　成畏に俘ふ水溶殴窒素含量の憂1ヒを見るにv生吻100分中に於ては根、藍、漿及生草全蚤に

於て何移も漸次塘加する。而して全窒素に鮒する割合は藥及董に於ては一定陣期迄は増力llする　L

も、其の後漸次減少するものである。根に於丁は彦に反して一一定畦朋迄は却つて減少し、其の

後増加する。生草全艦に於ては明瞭でないがb一定時期以後は殆き増減なきものの機である。

　（へ）　最大牧穫i博期ε開花期εの關係

＼＿＿　　　　調査辮項
緑肥種類　　　、、一

ヴアジ昌ヤビーン
茶　　千　　石　　大　　豆

満　　　洲　　　大　　　豆

端　　千　　薄　　膏　　魎

黒　　干　　石　　大　　豆

カ　　　　ウ　　　　ピ　　　　｛

最　大　牧　穫　期　　．

7　月　2　2　日

7　月　2　8　・目

7　月　ユ5　日

7　月　1　2　日

8　月　1　8　日

7　月　19　日

囲　　花　　期

7　月　12　日

7　月　　7　日

6　月　2　2　日

7　月　12　日

開花を見ず
同　　　　　　上

　最大牧穫量博期ε開花期εの關係を見るに、端千薄青種は同晴…期、ヴァジaヤビーン、茶千

石大豆N満洲大豆は開花後10日乃至20日後最大牧穫量に建した。



　　t，1、4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獄，．．，綜　　　　　 學　　　　　 窺窪　　，．　嵩馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第ノ＋驚慧一雀

　　　　　　　　　　　　　　　　∬・成　　績　　概　　要　　，　．　，　　　．t－、

　（1）線肥の牧穫最は緑肥成長に作ひ塘加しドー定嚢育期後は漸減する。草丈も梢々同様の傾

　　向を辿り、閉花後は其の押長度を減少する。

　（2）　水分は根、莚、葉及生草全艦に於て成畏ミ共に減少する。

　（3）窒素成分は生物100分中、根、壁、葉に於て粟に最も多く、根之に亜謬、董最も少い。

　　而して成長に仲ひ根及輩中の窒素は漸次増加するもb漿に於ては之ミ趣を異にし一完時期迄

　　は増加するも、其の後は漸次減少する。ド

　（4）水溶性窒素は根、董、葉共に成長に伸ひ増加する。金鑓素に欝する水溶性窒素の剣合は

　　蓮及漿に於ては一瀞寺期に達する迄は漸次聡加し、興のそ菱減少するが、根に於ては嵐に反し

　　・n・i定時期迄は却つて減少し、其の後増加する傾向がある。生草金騰に於ては一雄II訪…期以後は

’　増減がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　（5）　最大牧穫隔三期部酬ゼ期εの關係は・端『『源1皆種は同時期、ヴアジニヤe“　・一ン1、茶干お大，

　　豆、瀟洲大豆は開花後10日乃至20日後最大放穫i［1剛jに総した。

　　本調査襲表に欝り、校閲及焚衷の自由舗乍された岐阜縣獺粟試験揚畏高橋辰滑氏に封し，沢懇篤な嶺

　　指諜詑賜ひたる加藤溝時技師に蜀し深際なる謝意を表する。又鍛験に助力せられ，たる野間隆央飛蚊に

　　根水正李氏に鋤し、併せて感謝の憲を表する玖策である。

（於岐tiL縣鑑叢駄緻場）　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　’　　　　　　　　　　　　　　1交　‘　献

一く・塘果整馨｝（19・・）線醐・膿・・螺脚・ノ酸態麟雌・・於・る辮ご蹴

　　　　　　　　　　　　　る研究　日本土嬢肥料墨難器　策5総　錦4號　　　　　　　　’噛　’

て・）駅評劉（193・）麟轍月巴煙・螺働・就・・糊月・料羅誌窮躍
　　　　　’　　　　　　「　　第1號　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　r．

（3）　荒川左千代（1935）　萱花ルーピン（Lupinous　I」utens工○の成熟に伸ふ威分の盤化　日本土　　　　齢

　　　　　　　、　、　　　鰻肥料轟難誌　第9雀　第1號

（4）中曾根長男（1936）桑園間作線肥の成長に關する二、黛の知見餓業新報第518號’

　　s　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和13年8月15日）
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Cemparison　of　the　manurial　values　of　several　kinds　of

summer－green－manure－crOPS．　Pla’nt’ed　in　mulberry　fa　vm

　　APP・The　yieXCt　and　some　chemical　o◎nsti　tuen¢s　of

　　　　　　　the　gr6en，－man孤re－orops　with亡he　growth．

　　　　　　　　　Sada皿6ri　M工WA　and．　Kazuwo　SASAK工

（Received　Oct．151938）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6Sum6

　　1n　this　Paper　the　manurial　values　of　the　several　l〈irids　Qf　sしLmme1㌔green・n’】anure・cropsj

the　catch　cr◎ps　in　mull）erry　favm，　wel・e　dst’ituated　by　meastiri・1g　th・Quantity・f　t。tal

nitr・gen　per　uuit　area。f　the伽m，　Collatera1】｝㌧th。　yield　and　s。㎜e　chemical　c。ustitu鋤ts

of　the　crops　we1・e　measured　according　to土he　grQwth，

　　It　wεしs皐）urid　f》om　the　s士udy　士ha七　there　are　sQme　（1ifferen¢es　of　manuz・ial　value　amollg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lthe　crops．　Virgirlia－b6an，　Kui；◎seng⑪ku・bean　and　ChasengQku・bean　sliowing　the　highest

v・1・・，T・11z・・…s・・w・・b・an　a・ld　Mar）chu・励…11ess駄1e　anc｝C呵）e・th・ユ・朗t　vぬe　as、

mallUl’es陰

　As　to　tlleンield　Qf　green・rnanure・cr◎ps，　it　hεしs　increasecl　according亡o　tlユeir・　groxvth　till　cdi’taih

period，　bu七deereased　afterwards．　　　　　　　　　　　　　　　　　1
The　chemi・a1…stit・e鵬・u・h・・wat・・，　t・t・1・nitr・9・u　and・Wat・）・・1・bエ・nit・。9・n　h・v・

increased　according士o　the　growth，　Tho　ratio　of　water　soluble　r｝itrogen　tQ　total　鳳itro＄en　has

also　risen　until　certain　per云od，　bllt　thereafter　i七was　held　in　constan七val［1e，

（Sericultural　EXperimen七Stati・n　Gifu，　Japan．）
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